薔薇と岩 by 富田 広樹




―Yo sé quién soy ― respondió don Quijote―;





















































































古義人は考えた。おれは D. Q. タイプの少年だったか？　応えは NO ！　コギーは D. Q. タイプ
の幼児だったから、森に昇って「童子」になることができた。おれは「童子」になれなかった
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と綴られる。そこでローズは Roci- という部分から Roca へと連想を働かせている。しかしここに
述べられている様に、ロシナンテは岩、Roca と結びえるのだろうか。
　表記の上では似ているが、音韻の面からみれば Roca と Roci- は関係がない。スペイン語では母






























ているが 9、フランス語にも「駄馬」を意味する Rosse という語がある 10。A.J. グレマスの編纂した
古フランス語辞典には「馬」を意味する語として Ros が収載され、その起源を Ross というドイツ
語としている 11。『グリム・ドイツ語辞典（Grimm Deutsches Wörterbuch）』 は古代高地ドイツ語（七五〇





ラテン語の Caballus に由来する Caballo であるから、「馬」の意味ではこちらが存続し、Ross につ
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三〇五裏ページから三〇六裏ページにかけての箇所で、ビセンテ・デ・ラ・ローサに言及があるの
は前後編あわせた『ドン・キホーテ』全体でこの章のみだが、初版テクストにおいて Vicente de la 
Rosa と Vicente de la Roca が混在しているのである。なお、このテクストを印刷したフアン・デ・ラ・
クエスタ（Juan de la Cuesta）は一六〇八年の版でこれらすべてを de la Roca に改めているが、この
版についてはセルバンテス自身が目をとおしたともいわれている 15。
　ここにあらわれる de la Rosa という苗字が一般的なものであるのに対し、de la Roca という苗字
はカスティーリャ語（いわゆるスペイン語）では通常みられないものである。Roca 単独であれば
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